
仙
台
東
地
区
の
基
幹
水
利
施
設
で
あ

る
、
高
砂
南
部
排
水
機
場
、
大
堀
排
水

機
場
、
二
郷
堀
排
水
機
場
、
藤
塚
排
水

機
場
の
復
旧
工
事
が
、
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
５
月
の
大
堀

排
水
機
場
を
皮
切
り
に
、
４
排
水
機
場

が
順
次
稼
働
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
排
水
機
場
は
、
平
成
24
年

に
応
急
復
旧
し
、
被
災
前
の
機
能
を
回

復
し
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
仙
台
東
部
地
区
の
排
水
計
画

で
は
、
新
高
砂
南
部
排
水
機
場
を
貞
山

運
河
か
ら
七
北
田
川
下
流
右
岸
に
、
新

二
郷
堀
排
水
機
場
を
貞
山
運
河
水
門
よ

り
南
側
に
移
設
し
、
貞
山
運
河
へ
の
排

水
負
荷
を
低
減
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
排
水
機
場
の
排
水
能
力
を
約
２

倍
に
増
強
し
た
う
え
で
稼
動
す
る
予
定

で
す
。

【
農
林
土
木
課
整
備
係

２
１
４
‐
８
２
６
８
】

【
東
部
農
業
復
興
室
事
業
調
整
係

２
１
４
‐
７
３
２
８
】

仙
台
東
地
区
の
排
水
を
担
う

被
災
し
た
４
排
水
機
場
が
本
格
稼
働
し
ま
す

発　行

仙台市
ここでちゃん

仙台市経済局農林部（農政企画課、東部農業復興室、農業振興課、農林土木課）
〒980－8671 青葉区国分町3丁目7ｰ1 電話 022－214－8265（農政企画課） FAX 022－214－8338
 ホームページ  http : / /www.c i ty . sendai . jp /bus iness /d /ke iza i_03 .html
 Eメール  kei008110@city . sendai . jp（農政企画課）

平成２６年５月⑴ 　第 １８２ 号 仙 台 市 農 政 だ よ り

津
波
の
被
害
を
受
け
た
仙
台
東
部
地

域
の
農
地
１
，
８
０
０
ha
の
う
ち
、
平

成
25
年
度
施
工
地
区
の
除
塩
・
復
旧
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。
残
り
の
一
部
地

域
に
つ
い
て
も
本
年
度
中
に
工
事
を
完

了
す
る
予
定
で
す
。

沿
岸
部
の
農
地
の
営
農
が
再
開
さ
れ
、

農
業
の
四
季
折
々
の
風
景
が
戻
っ
て
き

ま
す
。

ま
た
、
若
林
区
の
井
土
地
区
で
は
、

地
元
の
合
意
形
成
が
早
期
に
整
い
、
復

旧
工
事
と
併
せ
て
ほ
場
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
27
工
区
の
中
で
最
初
に
整

備
が
完
了
し
、
大
区
画
化
さ
れ
た
新
た

な
ほ
場
で
作
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

【
東
部
農
業
復
興
室
復
興
支
援
係

２
１
４
‐
７
３
２
７
】　

平
成
25
年
度
施
工
の
農
地
の
除

塩
・
復
旧
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す

２０１４年春号

①高砂南部
排水機場

旧 高砂南部
排水機場

旧 大堀排水機場

②大堀排水機場

旧 二郷堀排水機場

大堀排水機場

③二郷堀
排水機場

井土浦川
（準用河川）

④藤塚
排水機場

高砂南部排水機場

か
さ
上
げ
道
路



仙 台 市 農 政 だ よ り平成２６年５月 第 １８２ 号 　⑵

「
み
の
り
の
会
」
は
、
仙
台
市
農
業

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
「
せ
ん
だ
い
農

楽
校
」
で
農
業
の
基
礎
を
学
び
、
現
場

実
習
を
重
ね
た
者
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

震
災
に
よ
り
中
断
し
て
い
た
「
せ
ん
だ

い
農
楽
校
」
が
昨
年
再
開
し
、
新
た
に

10
期
生
14
名
の
会
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
は
78
名
の
会
員
が
、
農
業
者
の
皆

様
の
依
頼
に
よ
り
、
農
業
サ
ポ
ー
ト
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
野
菜
の
播
種
、
定
植
、
収
穫
、
出
荷

調
製
、
袋
詰
め
、
野
菜
畑
の
草
取
り

●
果
菜
類
の
剪
定
、
摘
芯
腋
芽
欠
き
、

収
穫
作
業

●
水
稲
播
種
、
田
植
、
稲
刈
、
籾
摺

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
作
業
に
対
応
し
て

お
り
、
２
時
間
程
度
か
ら
長
時
間
ま

で
、
必
要
な
時
に
必
要
な
時
間
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
料
金
は
、
相
談
に
な
り
ま
す
。

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
利
用
を
ご
希

望
の
方
は
、（
公
財
）仙
台
市
産
業
振

興
事
業
団
中
小
企
業
支
援
課（
７
２
４

‐
１
２
１
２
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
月
の
記
録
的
な
大
雪
に
よ
り
、

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
が
倒
壊
し
、
大
き

な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
農
業
者
の
方
の
営

農
再
開
を
支
援
す
る
た
め
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
等
の
撤
去
や
再
築
、
修
繕
に

対
し
て
、
国
・
県
・
市
に
よ
り
助
成

を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者
　
大
雪
に
よ
り
農
業
用
施

設
等
が
被
災
し
た
方
で
、
被
災
施
設
を

復
旧
し
、
農
業
経
営
を
継
続
す
る
方

◆
支
援
対
象
　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
（
ビ

ニ
ー
ル
の
破
損
含
む
）、
付
帯
施
設

（
棚
や
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
、
修
理
不
可

の
も
の
）、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、
畜
舎
、

資
材
庫
、
農
業
用
機
械
（
修
理
不
可

の
も
の
）
等
で
同
程
度
の
施
設
等
の

取
得
及
び
撤
去

※
ハ
ウ
ス
等
の
大
き
さ
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
自
家
用
野
菜
等
の
ハ
ウ
ス

は
対
象
外
で
す
。
撤
去
費
は
、
撤

去
後
ハ
ウ
ス
を
再
建
し
な
く
て
も

露
地
野
菜
を
栽
培
す
る
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
す
。

◆
助
成
内
容

①
復
旧
・
修
繕
費
　
90
％
（
国
50
％
・

県
20
％
・
市
20
％
）

※
農
業
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
時
は

補
助
率
が
調
整
さ
れ
ま
す
。

②
施
設
の
撤
去
　
定
額
１
０
０
％

（
国
50
％
・
県
25
％
・
市
25
％
）

定
額
助
成
の
単
価
は
次
の
と
お
り

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
鉄
骨
ハ

ウ
ス
　
８
８
０
円
／
㎡

●
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
　
２
９
０
円
／
㎡

●
自
力
撤
去
　
１
１
０
円
／
㎡
　
等

実
際
に
支
出
し
た
費
用
と
定
額
単

価
の
い
ず
れ
か
低
い
額

◆
必
要
書
類

①
農
業
用
施
設
等
の
被
害
の
状
況
が

わ
か
る
写
真
、
完
成
写
真

②
撤
去
作
業
を
外
注
し
た
場
合
　
３

社
見
積
書
、
発
注
書
、
納
品
書
、

請
求
書
、
領
収
書
な
ど
の
写
し

③
自
力
撤
去
の
場
合
　
撤
去
の
作
業

を
行
っ
た
者
、
日
付
な
ど
が
わ
か

る
書
類
（
作
業
日
誌
）

④
再
建
（
資
材
や
建
築
費
）　
３
社

見
積
書
、
発
注
書
、
納
品
書
、
請

求
書
、
領
収
書
な
ど
の
写
し

⑤
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

支
払
通
知
書
の
写
し

既
に
被
災
の
ご
報
告
が
あ
っ
た
方

に
は
、
個
別
に
申
請
書
類
な
ど
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
請
書
類
等
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
や
、Ｊ
Ａ
仙
台
や
仙
台
市

に
報
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
左
記

ま
で
至
急
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
農
業
振
興
課
生
産
振
興
係

２
１
４
‐
８
３
３
５
】

平
成
26
年
２
月
の
大
雪
被
害

に
よ
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
復

旧
支
援
の
お
知
ら
せ

仙
台
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
み
の
り
の
会
よ
り
〜水稲苗床ハウスの整備（草取り）



機械装置を取得した場合の

特別償却について

平成２６年４月～平成２８年３月に

取得した場合、取得価額の５０％を

限度として特別償却が可能

平成２８年３月までに取得した場合、

即時償却が可能

旧

新

平成２６年５月⑶ 　第 １８２ 号 仙 台 市 農 政 だ よ り

農
と
食
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
特

区
で
は
、
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に

19
事
業
者
が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

指
定
事
業
者
は
、
法
人
税
や
所
得
税

の
税
額
控
除
等
、
税
制
の
特
例
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、

平
成
26
年
４
月
以
降
に
新
た
に
機
械

装
置
を
取
得
す
る
場
合
の
取
り
扱
い

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

制
度
や
手
続
き
の
詳
細
は
、
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
東
部
農
業
復
興
室

 

農
と
食
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
係

２
１
４
‐
７
３
２
９
】

②
第
二
種
施
設
（
第
一
種
施
設
基
準

以
外
の
も
の
）
…
事
業
費
の
１
／
３

以
内
、
１
㎡
当
り
６
０
０
円
限
度

（
再
築
…
事
業
費
の
１
／
４
以
内
、
１

㎡
当
り
４
５
０
円
限
度
）

　
今
年
度
設
置
予
定
で
補
助
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
６
月
４
日
（
水
）
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
業
振
興
課
生
産
振
興
係

２
１
４
‐
８
３
３
５
】

農
業
機
械
の
普
及
と
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
兼
業
化
等
に
よ
っ
て
、

機
械
の
点
検
ミ
ス
や
操
作
ミ
ス
に
よ

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ほ
場

か
ら
道
路
へ
出
る
際
に
は
、
必
ず
ト

ラ
ク
タ
ー
の
左
右
ブ
レ
ー
キ
が
連
結

さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
作
業
中
に
点
検
す
る
場
合

や
ロ
ー
タ
リ
ー
の
詰
ま
り
等
を
除
去

す
る
場
合
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
農
業
振
興
課
生
産
振
興
係

２
１
４
‐
８
３
３
５
】

【
東
部
農
業
復
興
室
復
興
支
援
係

２
１
４
‐
７
３
２
７
】

【
Ｊ
Ａ
仙
台
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー

２
８
９
‐
２
９
１
４
】

○
そ
れ
以
外
の
方
へ
の
助
成

◆
対
象
者

①
営
農
集
団
（
農
業
者
３
戸
以
上
で
、

代
表
者
・
規
約
を
定
め
て
い
る
こ
と
）

②
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者

（
認
定
計
画
に
基
づ
く
設
置
で
あ
る

こ
と
）

③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

◆
採
択
基
準

　
設
置
合
計
面
積
が
次
の
面
積
以
上

で
あ
る
こ
と
。

①
営
農
集
団
　（
野
菜
）
１
，
０
０
０

㎡
（
花
き
）
５
０
０
㎡

②
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者

２
０
０
㎡

③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
　
１
０
０
㎡

◆
助
成
内
容

①
第
一
種
施
設
（
間
口
５
ｍ
以
上
・

パ
イ
プ
口
径
20
㎜
以
上
・
専
用
ド
ア

付
）
…
事
業
費
の
１
／
３
以
内
、
１

㎡
当
り
８
０
０
円
限
度
（
再
築
…
事

業
費
の
１
／
４
以
内
、
１
㎡
当
り
６

０
０
円
限
度
）

野
菜
・
花
き
を
生
産
す
る
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

○
津
波
被
害
を
受
け
た
方
へ
の
助
成

◆
対
象
者
　
農
地
に
津
波
の
被
害
を

受
け
た
農
業
者
ま
た
は
任
意
組
合
等

①
営
農
集
団
（
農
業
者
３
戸
以
上
で
、

代
表
者
･
規
約
を
定
め
て
い
る
こ
と
）

②
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者

③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

◆
採
択
基
準
　
津
波
被
害
を
受
け
た

農
地
に
設
置
し
、
平
成
27
年
３
月
中

旬
ま
で
に
完
成
す
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
。

間
口
５
ｍ
以
上
・
パ
イ
プ
口
径
20
㎜

以
上
・
専
用
ド
ア
付
で
あ
り
、
設
置

面
積
が
次
の
面
積
以
上
で
あ
る
こ
と
。

①
営
農
集
団
　
１
，
０
０
０
㎡

②
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者

１
０
０
㎡

③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
　
１
０
０
㎡

◆
助
成
内
容
　
事
業
費
の
１
／
２
以

内
、
１
㎡
当
り
２
，
６
５
０
円
限
度

補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
区
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た

野
菜
・
花
き
用
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
設
置
費
用
を
助
成
し
ま

す

春
の
農
作
業
安
全
を
心
が
け

ま
し
ょ
う



内容

※開催日は変更になることがあります。

開催日
（予定）

講師

直売所の品揃えと
特産品の開発につ
いて

やくらい土産センター
代表 加藤重子氏

食品の衛生管理に
ついて

若林区保健福祉
センター衛生課

6月17日
（火）

7月15日
（火）

開催日（予定）コース名

① 7月 9 日（水）または10日（木）

② 8月27日（水）または28日（木）

① 7月23日（水）または24日（木）

② 9月10日（水）または11日（木）

① 8月20日（水）または21日（木）

② 9月24日（水）または25日（木）

冷菓・洋菓子
コース

惣菜コース

ソース・
ドレッシング
コース

仙 台 市 農 政 だ よ り平成２６年５月 第 １８２ 号 　⑷

○
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す

　
６
次
産
業
化
の
構
想
が
あ
る
農
業

者
の
方
に
対
し
て
、
指
導
や
助
言
を

行
う
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

◆
対
象
者
　
農
業
生
産
法
人
、
３
戸

以
上
の
農
家
グ
ル
ー
プ
、
認
定
農
業

者◆
費
用
　
無
料

◆
派
遣
回
数
　
年
度
内
５
回
ま
で

○
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す

　
農
産
物
の
加
工
や
販
売
、
販
路
の

拡
大
や
飲
食
店
の
開
業
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
を
お
考
え
の
農
業
者
の
方

や
、
地
場
産
農
産
物
を
使
っ
た
加
工

品
の
開
発
、
農
商
工
連
携
（
※
）
に

よ
る
新
商
品
の
開
発
を
お
考
え
の
方

は
、
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
農
業
者
と
商
工
業
者
が
連
携
し
、

互
い
の
経
営
資
源
を
持
ち
寄
り
新

商
品
等
を
開
発
す
る
取
り
組
み

　
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
業
振
興
課
農
商
工
連
携
推
進
室

２
１
４
‐
８
２
６
６
】

○
６
次
産
業
化
に
必
要
な
経
費
を
助

成
し
ま
す

　
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
た
め
、
農
産
加
工
に
必
要
な
機

械
・
器
具
や
商
品
開
発
に
必
要
な
調

査
等
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者
　
認
定
農
業
者
、
認
定
新

規
就
農
者
、
農
業
生
産
法
人
又
は
農

業
者
３
戸
以
上
で
構
成
す
る
任
意
団

体
で
、
市
や
国
、
県
の
６
次
産
業
化

人
材
育
成
講
習
や
専
門
家
派
遣
等
を

受
講
し
て
い
る
か
、
今
年
度
中
に
受

講
予
定
の
方

◆
助
成
内
容
　
対
象
経
費
の
１
／
２

以
内
（
予
算
の
範
囲
内
）

○
先
進
地
で
の
研
修
費
用
を
助
成
し

ま
す

　
水
耕
栽
培
・
Ｉ
Ｔ
技
術
等
の
新
技

術
の
取
得
や
６
次
産
業
化
に
必
要
な

ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、
先
進
地
等
で

一
定
期
間
研
修
を
受
講
す
る
場
合
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者
　
農
業
生
産
法
人
又
は
認

定
農
業
者
等
で
津
波
被
災
農
業
者

◆
助
成
内
容
　
研
修
に
か
か
る
経
費

（
受
講
料
、
宿
泊
費
、
交
通
費
等
）

の
１
／
２
以
内

◆
時
間
　
13
時
〜
15
時

◆
開
催
日
程
及
び
内
容

※
各
回
両
日
と
も
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を

実
施
し
ま
す
。
各
コ
ー
ス
と
も
全
て

の
回
に
参
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

メ
モ
帳
、
筆
記
用
具
等

◆
会
場
　
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
加
工

棟◆
申
込
受
付
　
６
月
２
日（
月
）か
ら

　
い
ず
れ
も
、
募
集
人
数
に
達
し
次

第
締
め
切
り
。

　
内
容
の
詳
細
は
、
㈱
パ
ソ
ナ
（
２

６
７
‐
４
２
２
１
）
ま
で
、「
農
産

物
加
工
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
」
と
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
加
工
技
術
等
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
す

　
農
業
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
６

次
産
業
化
の
た
め
の
ス
キ
ル
や
農
産

物
の
加
工
技
術
等
に
つ
い
て
学
ぶ
研

修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

《
６
次
産
業
化
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

（
前
期
）》

◆
募
集
人
数
　
各
回
15
名
程
度

◆
時
間
　
13
時
〜
15
時

◆
開
催
日
程
及
び
内
容

《
仙
台
産
農
産
物
加
工
セ
ミ
ナ
ー

（
前
期
）》

◆
募
集
人
数
　
各
日
５
名
程
度

６
次
産
業
化
等
に
関
す
る
支

援
事
業
の
ご
案
内


